
実習簡易マニュアル 
 

（GISによる２時点地図の合成 
～マトリックスによる変化量の解析） 
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1. 森林炭素変化量の推定方法について 
2. 参照排出レベルの設定について 
3. まとめ 
4. 実習（GISによる２時点地図の合成～マ

トリックスによる変化量の解析） 
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実習内容 森林変化マトリックスの作成手順 

GISによる処理 

表計算ソフトによる
集計 

 

２時点地図のオーバーレイ 
処理 （インターセクト） 

 

ポリゴン面積計算 
 

クエリによるテーブル集計 
 

ピボットテーブル作成 
（面積変化マトリックス） 

 

本日の実習では、 
赤枠内の処理に

フォーカスします！ 
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（参考）２時点地図の合成手法 
インターセクト処理とは？ 
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ダブル 
クリック！ 

地図データセットを開く 



6 6 

ArcToolbox 
クリック！ 

１９９０年 
２０００年 

チェックボックス 
ＯＮ 

オーバーレイ処理の 
メニューは、このアイコン 

から呼び出す 

５時点の地図データ
が登録されている 
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オーバーレイ 
処理 

オーバーレイ処理の 
メニューは、『解析ツール』 

の中にある 



8 8 

マウス右ボタン 
↓ 

属性テーブル 
を開く 

地図データの属性
データを確認す

る！ 



9 9 

地図属性データの確認 

森林タイプの 
フィールドが格
納されている 



10 10 

インターセクト処理のメニュー 

この矢印を 
クリック！ 

結果の出力先 
を決める 



11 11 

出力シェープ 
ファイル名を決め
る（入力する） 

 

注意！ 
ファイル名の一部に「ー」「＊」「＝」等の文字列 
を使用すると処理がエラーになります！ 
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処理実行直前のインターセクト処理メニュー 

結果の出力先 

１９９０年と 
２０００年を 

インターセクトする 
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マウス右ボタン 
↓ 

属性テーブル 
を開く 

インターセクト処理結果の表示（自動表示） 

地図データの属性
データを確認す

る！ 



14 14 

地図属性データ（処理結果）の確認 

森林タイプのフィール
ドが２時点分できてい

るか確認 

森林タイプのフィール
ドが２時点分できてい

るか確認 



15 15 

ポリゴン面積 
の計算 

面積計算のメニューは、 
『空間統計ツール』 

の中にある 



16 16 

出力シェープ 
ファイル名を決め
る（入力する） 

 

面積計算のメニュー 

入力シェープ 
ファイル名は、処
理結果を入れる 
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マウス右ボタン 
↓ 

属性テーブル 
を開く 

面積計算処理結果の表示（自動表示） 

地図データの属性
データを確認す

る！ 



18 18 

地図属性データ（面積処理結果）の確認 

面積フィールドが格
納されている 

（単位：㎡） 

（単位：ｈａ）にす
るには、10,000で 

除算する！ 
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